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税
金
・
労
災
な
ど
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
を

　

祇
園
で
飲
食

店
を
経
営
す
る

「
女
将
」
が
、
知

人
の
Ｉ
Ｔ
オ
タ

ク
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
い
方
講
習
を
受
け
て
い
る

場
面
に
出
く
わ
し
た
。「
女

将
」の
話
で
は
１
年
以
上
前

に
購
入
し
た
が
、使
い
方
が

分
か
ら
ず
放
置
。「
ガ
ラ
携
」

を
使
い
続
け
て
き
た
と
の
こ

と
だ
▼
初
め
は
タ
ッ
プ
さ

え
上
手
く
で
き
な
か
っ
た

が
、少
し
要
領
が
わ
か
っ
て

く
る
と
興
味
関
心
が
噴
き
出

し
て
、質
問
連
打
の
有
り
様
。

「
75
歳
の
私
が
使
い
方
を
勉

強
し
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、

皆
さ
ん
も
頑
張
っ
て
使
い
こ

な
し
ま
し
ょ
う
」と
意
気
揚

▼
先
日
、中
国
、台
湾
を
行
き

来
す
る
海
外
ツ
ア
ー
の
お
世

話
を
し
た
が
、入
国
カ
ー
ド

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
み
、

中
国
も
昨
年
11
月
よ
り
完
全

オ
ン
ラ
イ
ン
に
…
。い
つ
も

な
ら
機
内
で
入
国
カ
ー
ド
に

一
生
懸
命
書
い
て
い
た
が
、

一
切
ダ
メ
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
の
事
前
入
力
が
な

け
れ
ば
、入
国
審
査
前
で
備

え
付
け
の
端
末
と
格
闘
す
る

こ
と
と
な
る
▼
平
均
年
齢
70

歳
超
え
の
そ
の
ツ
ア
ー
で
は

大
変
な
事
態
と
な
っ
た
。Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
が
読
み
込
め
な

い
、入
力
が
う
ま
く
で
き
な

い
等
々
…
。ホ
テ
ル
で
一
斉

入
力
大
会
を
す
る
も
３
時
間

超
え
。全
員
の
入
力
が
完
成

し
た
時
に
は
拍
手
さ
え
起

こ
っ
た
▼
ア
ジ
ア
は
事
前
も

し
く
は
入
国
時
の
オ
ン
ラ
イ

ン
入
力
必
須
の
国
が
多
い
。

韓
国
や
台
湾
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
数
20
ヵ
国
中
15
ヵ
国
。

世
界
で
も
先
進
地
域
だ
。今

後
の
海
外
旅
行
に
ス
マ
ホ

入
力
は
必
須
か
。今
か
ら
頑

張
っ
て
使
い
こ
な
そ
う
。

　

秋
の
拡
大
月
間
に
引
き
続
き
、二
月
一
日
か
ら
は
春

の
拡
大
月
間
が
ス
タ
ー
ト
。身
近
な
新
入
職
者
や
税
金

申
告
・
労
災
保
険
加
入
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
組
合
未
加

入
者
を
、ぜ
ひ
支
部
ま
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

谷
内
委
員
長
よ
り「
昨
年

の
十
二
月
十
二
日
に
第
三
次

担
い
手
３
法
が
全
面
施
行

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

我
々
の
労
務
費
の
改
善
に
向

け
て
国
が
動
い
て
お
り
、建

設
業
の
歴
史
に
と
っ
て
大
き

な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、賃
金
は
勝
手
に

上
が
り
ま
せ
ん
。国
が
基
準

を
決
め
て
く
れ
た
こ
と
を
足

掛
か
り
に
我
々
職
人
が
一
人

一
人
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
」と
挨
拶
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　　

続
い
て
、大
建
国
保
の
関

谷
理
事
長
か
ら
議
員
要
請

や
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
の
お

礼
が
あ
り
ま
し
た
。そ
し

て
、「
組
合
員
さ
ん
か
ら
預

か
っ
て
い
る
保
険
料
は
、年

間
約
三
十
九
億
円
、支
出
は

約
八
十
九
億
円
で
す
。差
額

の
五
十
億
円
は
、国
か
ら
の

補
助
金
で
す
。み
な
さ
ん
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
、ハ
ガ
キ
要
請
行
動
や
議

員
要
請
に
よ
っ
て
、補
填
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
あ
っ
て
こ
そ
保
険

組
合
は
健
全
運
営
に
努
め
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

谷
口
書
記
次
長
よ
り
報

告
。昨
年
の
夏
・
秋
に
取
り
組

ん
だ
国
保
組
合
予
算
の
現

行
補
助
水
準
確
保
に
向
け

た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
で
は
、

二
万
五
千
百
九
十
五
枚
集

約
。現
行
補
助
水
準
確
保
の

見
通
し
を
築
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

地
元
国
会
議
員
要
請
で

は
、衆
参
合
わ
せ
て
、二
十
六

人
の
要
請
行
動
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、来
年
度
予
算
総
額

は
、二
千
七
百
二
十
億
円
あ

ま
り
と
な
り
、昨
年
よ
り
増

額
し
ま
し
た
。

　

七
月
か
ら
十
月
に
か
け
て

取
り
組
ん
だ
賃
金
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、五
百
八
枚
回
収
し

ま
し
た
。ま
た
、京
橋
・
天
王

寺
駅
周
辺
に
お
い
て
、宣
伝

行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

一
月
十
八
日
に
は
、賃
金

討
論
集
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

　

秋
の
拡
大
月
間
で
は
、

百
三
十
四
名
の
新
加
入
者
が

あ
り
、そ
の
中
で
羽
曳
野
支

部
が
目
標
を
達
成
し
ま
し

た
。

　

ハ
ガ
キ
要
請
・
署
名
の
表

彰
で
は
、都
島
支
部
・
城
東
鶴

見
支
部
・
福
島
支
部
・
松
原
支

部
・
貝
塚
支
部
・
岸
和
田
支

部
・
門
真
支
部
の
七
支
部
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、秋
の
拡
大
月
間

で
目
標
を
達
成
し
た
羽
曳
野

支
部
が
併
せ
て
表
彰
。

　

組
織
拡
大
功
労
者
九
名
の

名
前
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

栃
山
組
織
部
長
よ
り
、「
春

の
拡
大
月
間
は
、申
告
会
が

メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。支
部

で
抱
え
て
い
る
拡
大
グ
ッ
ズ

も
活
用
し
、一
人
で
も
多
く

仲
間
に
引
き
入
れ
て
目
標
数

に
近
づ
け
る
共
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」と
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

植
田
青
年
部
部
長
よ
り
、

「
昨
年
は
、職
種
交
流
会
や

夏
・
冬
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
に
取
り
組
み
、青
年

部
の
魅
力
を
発
信
し
た
結

果
、三
年
連
続
で
支
部
に
青

年
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
で
は
、全
支
部
に

青
年
部
を
！
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、今
年
も
様
々

な
行
事
を
し
て
い
き
ま
す
」

と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
ば
し
の
歓
談
の
後
、最

後
に
各
支
部
参
加
者
か
ら

「
今
年
の
抱
負
」を
発
表
。ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
全
員
で
行

い
閉
会
し
ま
し
た
。

　

赤
沢
税
対
部
長
よ
り
、「
こ

れ
か
ら
支
部
で
は
税
金
申
告

会
が
始
ま
り
ま
す
。税
金
対

策
部
で
は
、取
り
残
さ
れ
る

仲
間
を
一
人
で
も
作
ら
な
い

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
」と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

【
青
年
部
発
】

日
程　

三
月
二
十
日（
金
・

祝
）

場
所　

奈
良
名
阪
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
東
コ
ー
ス（
奈
良
県
奈

良
市
萩
町
七
〇
九
）

時
間　

九
時
三
十
分
集
合

参
加
資
格　

組
合
員
本
人

※
組
合
員
の
家
族
は
含
み
ま

せ
ん
。

参
加
費　

千
円

※
参
加
費
は
現
地
に
て
、当

日
徴
収
い
た
し
ま
す
。

プ
レ
ー
費　

一
五
四
九
〇
円

（
フ
ロ
ン
ト
に
お
支
払
い
下

さ
い
）

※
昼
食
補
助
券
付
き

定
員　

二
十
四
名（
先
着
順
）

申
込
方
法　

支
部
に
申
込

書
が
あ
り
ま
す
の
で
、必

要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ

き
、大
建
労
本
部（
大
阪
市

浪
速
区
敷
津
西
二
ー
七
ー

十
七
）ま
で
郵
送
ま
た
は
、Ｆ

Ａ
Ｘ（
〇
六
ー
六
六
四
三
ー

三
〇
〇
〇
）も
し
く
は
、所
属

の
支
部
ま
で
ご
提
出
下
さ

い
。

申
込
期
間　

二
月
二
日（
月
）

～
三
月
六
日（
金
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
は
青
年

部
員
優
先
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
建
労
青

年
部
担
当
書
記　

緒
方
ま
で

【
社
会
保
障
対
策
部
発
】

　

安
全
に
関
す
る
標
語
で
あ

れ
ば
形
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

未
発
表
の
自
作
の
も
の
に
限

り
、応
募
は
一
人
一
作
品
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。な

お
、応
募
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

　

作
品
は
安
全
ポ
ス
タ
ー
な

ど
の
安
全
へ
の
取
り
組
み
に

使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
の
際
は
、標
語
の
文
面

を
一
部
加
工
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

応
募
資
格　

組
合
員
と
そ
の

家
族

応
募
期
限　

四
月
六
日（
月
）

必
着

応
募　

応
募
用
紙（
支
部
に

あ
り
ま
す
）一
通
に
つ
き
一

作
品
を
記
入
し
、支
部
名
・
氏

名（
家
族
の
方
は
組
合
員
名

も
）・
住
所
・
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、支
部
事
務
所
ま
た

は
本
部
ま
で
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
送
付
く
だ
さ
い
。

表
彰　

特
選
一
点
・
入
選
三

点
。特
選
は
ク
オ
カ
ー
ド

二
万
円
分
、入
選
は
ク
オ

カ
ー
ド
三
千
円
分
を
贈
呈
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
建
労
本

部
社
会
保
障
対
策
部
ま
で

【
住
技
対
策
部
発
】

　

全
建
総
連
で
は
組
合
員
の

資
格
取
得
に
よ
る
技
術
・
技

能
の
向
上
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た「
全
建
総
連

資
格
取
得
報
奨
金
制
度
」が

創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

制
度
を
活
用
し
、組
合
員
さ

ん
の
技
術
・
技
能
向
上
と
技

能
者
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　

支
部
に
て
申
請
書
が
あ
り

ま
す
の
で
、記
入
の
上
本
部

ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

区
分
一（
一
級
建
築
士
、一

級
技
能
士
、一
級
建
築
施
工

管
理
技
士
、第
一
種
電
気
工

事
士
な
ど
）

　

区
分
二（
二
級
建
築
士
、二

級
技
能
士
、二
級
建
築
施
工

管
理
技
士
、第
二
種
電
気
工

事
士
な
ど
）

　

区
分
三
は
、下
記
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

支
給
対
象　

受
講
、受
験
、支

給
時
に
組
合
員
で
あ
り
、申

請
が
資
格
取
得
よ
り
三
年
以

内
。

※
区
分
三
を
申
請
さ
れ
る
方

は
、二
〇
二
六
年
三
月
十
二

日
ま
で（
必
着
）に
本
部
ま
で

申
請
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
建
労
本

部　

匹
田
ま
で

区分３：作業主任者※ 2026 年４月分（2026 年３月 16 日以降の申
請分）から対象外
ガス溶接、コンクリート破砕器、ずい道等の覆工、ずい道等の堀削
等、採石のための堀削、鋼橋架設等、コンクリート橋架設等、特定化
学物質及び四アルキル鉛等、鉛、木材加工用機械、地山の堀削及び土
止め支保工、型枠支保工の組立て等、足場の組立て等、建築物の鉄骨
の組立て等、木造建築物の組立て等、コンクリート造の工作物の解
体等、酸素欠乏・硫化水素危険、有機溶剤、石綿、金属アーク溶接等

　
一
月
九
日（
金
）大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
て
新

春
の
訪
れ
を
仲
間
と
共
に
祝
う「
二
〇
二
六
大
建
労
旗

び
ら
き
」を
十
九
支
部
八
十
九
名
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。

団
結
強
め

　

運
動
を
前
進
さ
せ
よ
う

当
面
の
運
動

表
彰
式

春
の
組
織
拡
大

に
関
す
る
訴
え

税
金
対
策
部

か
ら
の
訴
え

青
年
部
の
訴
え

全
建
総
連
資
格
取
得
報
奨
金
制
度
の
ご
活
用
を

　

労
働
安
全
標
語
募
集

　
　
入
賞
者
に
は
景
品
も
あ
る
よ

青
年
部
主
催
ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
案
内

ガンバロー！ガンバロー！ガンバロー！

ハガキ要請・署名表彰

拡大目標を達成した羽曳野支部

2026
大建労 新春旗びらき
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第 26回フォトコンテスト　　「紅葉」
【
教
育
宣
伝
部
発
】

　

大
建
労
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
普
及
を
目
的
に「
大
建
労

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
紅

葉
」で
す
。

　

入
賞
は
、掲
載
し
て
い
る

四
作
品
で
す
。

　

最
優
秀
賞
は
一
名

守
口
支
部
・
濱
崎
世
實
男
様

　

優
秀
賞
は
三
名

茨
木
支
部
・
恩
田
守
男
様

堺
支
部
・
穂
本
健
治
様

泉
佐
野
支
部
・
辻
野
重
明
様

に
な
り
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
に
は
、五
千
円

分
・
優
秀
賞
に
は
、三
千
円
分

の
ク
オ
カ
ー
ド
を
お
送
り
し

ま
す
。

最優秀賞「紅葉の小道」
守口支部

濱崎　世實男様

優秀賞「好古園の紅葉」
茨木支部
恩田　守男様

優秀賞「京都瑠璃光院にて」
堺支部

穂本　健治様
優秀賞「松本城と紅葉」

泉佐野支部
辻野　重明様

【
青
年
部
発
】

日
時　

三
月
十
五
日（
日
）十

時場
所　

岸
和
田
市
内
畑
町

五
〇
六
八（
現
地
集
合
）

参
加
対
象　

組
合
員
と
そ
の

家
族

参
加
費

　

①
大
人（
中
学
生
以
上
） 

　
　

二
千
五
百
円

　

②
小
学
生　

千
円

　

③
未
就
学
児　

無
料

※
参
加
費
は
現
地
に
て
、当

日
徴
収
い
た
し
ま
す
。

定
員　

六
十
名（
先
着
順
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
は
青
年

部
員
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
方
法　

支
部
に
申
込

書
が
あ
り
ま
す
の
で
、必

要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ

き
、大
建
労
本
部（
大
阪
市

浪
速
区
敷
津
西
二
ー
七
ー

十
七
）ま
で
郵
送
ま
た
は
、Ｆ

Ａ
Ｘ（
〇
六
ー
六
六
四
三
ー

三
〇
〇
〇
）も
し
く
は
、所
属

の
支
部
ま
で
ご
提
出
下
さ

い
。

申
込
期
間　

二
月
二
日（
月
）

～
三
月
十
日（
火
）

※
応
募
期
間
後
の
キ
ャ
ン
セ

ル
は
、キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
建
労
青

年
部
担
当
書
記　

緒
方
ま
で

【
豊
中
支
部
　
濱
田
美
津
雄
】

　

昨
年
、十
一
月
二
十
四
・
二

十
五
日
と
島
根
県
安
来
市
と

松
江
市
に
家
内
と
二
人
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

高
速
バ
ス
で
阪
急
三
番
街

か
ら
松
江
駅
前
ま
で
、所
要

時
間
、四
時
間
四
十
分
か
け

大
建
労
と
十
％
割
引
で
提
携

さ
れ
て
い
る
玉
造
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
長
生
閣
に
宿
泊
し
ま

し
た
。

　

初
日
に
安
来
市
に
行
っ
た

の
は
、そ
こ
に
昭
和
四
十
五

年
に
開
設
さ
れ
た
足
立
美
術

館（
日
本
庭
園
）を
見
学
し
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

今
ま
で
は
京
都
の
桂
離

宮
・
修
学
院
離
宮
。日
本
の
三

大
公
園
等
は
行
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
。桂
離
宮
は
、数

奇
屋
造
の
建
物
と
庭
と
の
調

和
美
が
大
好
き
で
し
た
。足

立
美
術
館
は
、米
国
の
日
本

庭
園
案
内
誌
に
よ
る
日
本
庭

園
ラ
ン
キ
ン
グ
で
二
十
二
年

連
続
日
本
一
に
選
出
さ
れ
て

い
る（
ち
な
み
に
二
位
は
桂

離
宮
で
す
）。

　

日
本
画
と
庭
と
の
調
和
が

ポ
イ
ン
ト
と
、日
本
画
の
メ

イ
ン
は
横
山
大
観
で
す
。創

設
者
の
足
立
全
康
氏
が「
紅

葉
」を
一
目
惚
れ
し
て
、苦
労

し
て
買
い
付
け
を
し
た
と
か
。

　

そ
し
て
、展
示
の
工
夫
と

し
て「
生
の
額
縁
」・「
生
の

掛
軸
」を
建
物
内
か
ら
庭
を

観
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

ま
た
、喫
茶
室
か
ら
も
庭

園
を
鑑
賞
出
来
ま
す
。修
学

院
と
同
様
に
借
景
が
よ
か
っ

た
で
す
。

　

足
立
氏
は
明
治
三
十
二
年

に
安
来
市
で
生
ま
れ
小
学
校

卒
業
後
、生
家
の
農
業
を
手

伝
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、商

売
を
し
よ
う
と
思
い
木
炭
運

搬
業
を
皮
切
り
に
実
業
家
に

な
っ
た
と
か
。そ
し
て
、日
本

画
の
収
集
。庭
造
り
の
関
心

も
日
頃
か
ら
あ
っ
た
の
で
郷

土
へ
の
恩
返
し
と
島
根
県
の

文
化
発
展
の
一
助
に
な
れ
ば

と
い
う
思
い
で
美
術
館
を
創

設
。

　

そ
し
て
、北
大
路
魯
山
人

の
展
示
館
も
併
設
さ
れ
ま
し

た
。尊
敬
す
る
に
尽
き
ま
す
。

　

二
日
目
は
、国
宝
に
な
っ

た
松
江
城
か
ら
市
内
を
眺
め

て
、堀
川
め
ぐ
り
を
小
舟
で

城
下
町
情
緒
を
味
わ
い
、堀

の
辺
り
に
あ
る
武
家
屋
敷
の

一
画
に
八
雲
と
セ
ツ
と
の
住

居
が
あ
り
、そ
の
隣
に
小
泉

八
雲
記
念
館
が
あ
り
ま
し
た
。

朝
ド
ラ「
ば
け
ば
け
」の
舞
台

の
小
泉
八
雲
記
念
館
、来
館

者
は
テ
レ
ビ
放
映
前
の
五
倍

程
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

昼
食
は
、出
雲
そ
ば
の
有

名
店
の
八
雲
庵
で
と
り
ま
し

た
。と
て
も
美
味
し
か
っ
た

で
す
。

　

そ
し
て
、松
江
市
出
身
の

旧
友
に
も
会
う
こ
と
が
出
来

て
有
意
義
な
旅
と
な
り
ま
し

た
。

　

組
合
員
の
み
な
さ
ま
、ぜ

ひ
玉
造
温
泉
に
行
っ
て
み
て

下
さ
い
。そ
ば
、冬
の
味
覚
の

カ
ニ
、名
園
・
名
画
・
城
下
町

な
ど
文
化
の
歴
史
を
味
わ
う

こ
と
が
出
来
ま
す
。そ
れ
に

い
い
湯
で
し
た
よ
。

【
都
島
支
部
　
髙
橋
雅
彦
】

　
昨
年
、十
一
月
十
七
日
の

朝
九
時
よ
り
、天
王
寺
駅
前

に
お
い
て
税
金
対
策
部
主
催

の「
消
費
税
減
税
」「
イ
ン
ボ

イ
ス
廃
止
」の
訴
え
で
、街
頭

演
説
・
テ
ィ
シ
ュ
配
布
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
一
月
の
肌
寒
く
な
っ
た

駅
前
に
は
通
勤
・
通
学
・
観

光
者
な
ど
の
人
が
行
き
交

い
、そ
の
人
達
に「
消
費
税
は

家
計
の
負
担
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
」「
イ
ン
ボ
イ
ス
は

必
要
で
す
か
」と
ハ
ン
ド
ス

ピ
ー
カ
ー
を
使
い
呼
び
か
け

ま
す
。

　

町
ゆ
く
人
々
の
反
応
は

様
々
で
、素
知
ら
ぬ
人
・「
頑

張
っ
て
」と
声
を
掛
け
て
く

れ
る
人
・
説
明
を
求
め
る
人
、

中
に
は
道
を
尋
ね
て
い
く
人

も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

税
対
部
は
、こ
の
よ
う
な

運
動
で
世
間
に
訴
え＂
小
さ

な
波
か
ら
大
き
な
波
に
な
る

き
っ
か
け
を
作
れ
る
よ
う
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

用
意
し
た
一
千
七
百
個
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
ア
ッ
と
い
う

間
に
な
く
な
り
、各
支
部
か

ら
は
十
六
名
の
組
合
員
が
参

加
し
、共
に
宣
伝
活
動
に
加

わ
り
ま
し
た
。

　

国
に
対
し
て
、世
間
に
対

し
て
何
も
し
な
い
よ
り
、大

き
な
活
動
で
は
な
い
で
す
が
、

ま
ず
自
分
達
か
ら
や
る
こ
と

の
大
切
さ
が
、少
し
で
も
行

き
交
う
人
々
に
届
く
よ
う
に

と
い
う
思
い
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
一
つ
ず
つ
配
ら
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

【
住
吉
支
部
　
中
野
照
司
】

　

私
の
弟
の
子
ど
も
、つ

ま
り
姪
っ
子
が
七
五
三
の

時
に
作
っ
た
晴
れ
着
を
仕

立
て
直
し
、高
三
の
時
に

皆
で
着
る
そ
う
で
す
。

　

成
人
式
や
結
婚
式
、卒

業
式
、七
五
三
な
ど
人
生

の
節
目
や
特
別
な
日
に
着

用
す
る
日
本
の
着
物
文

　

22
日
㈰
東
住
吉
平
野
、

　
　
　
　

都
島
、城
東
鶴
見
、

　
　
　
　

守
口
、岸
和
田
、

　
　
　
　

寝
屋
川

　

23
日
㈪
守
口
、寝
屋
川

　

24
日
㈫
堺

　

25
日
㈬
池
田
、寝
屋
川

　

26
日
㈭
吹
田

　

27
日
㈮
堺
、泉
佐
野

　

28
日
㈯
城
東
鶴
見
、

　
　
　
　

寝
屋
川

３
月

　

1
日
㈰
堺
、生
野
、

　
　
　
　

福
島
、東
淀
川
、

　
　
　
　

寝
屋
川
、茨
木

　

2
日
㈪
堺
、生
野
、

　
　
　
　

福
島

　

3
日
㈫
堺

　

4
日
㈬
堺

　

5
日
㈭
堺

　

6
日
㈮
堺
、吹
田

　

7
日
㈯
吹
田
、寝
屋
川

　

8
日
㈰
寝
屋
川

　

9
日
㈪
本
部

　

10
日
㈫
本
部

※
門
真
支
部
の
日
程
は
支
部

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
各
支
部
で
予
約
制
な
ど
を

行
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。ご
確
認
を
。

２
月

　

1
日
㈰
東
成

　

6
日
㈮
堺

　

7
日
㈯
港
、寝
屋
川

　

8
日
㈰
東
住
吉
平
野
、

　
　
　
　

住
吉
、港
、

　
　
　
　

寝
屋
川
、大
東

　

9
日
㈪
堺
、東
成

　

10
日
㈫
寝
屋
川

　

11
日
㈬
住
吉
、守
口

　

12
日
㈭
豊
中

　

13
日
㈮
豊
中

　

14
日
㈯
大
東

　

15
日
㈰
堺
、東
住
吉
平
野
、

　
　
　
　

東
淀
川
、泉
佐
野

　

16
日
㈪
堺
、茨
木

　

17
日
㈫
堺
、寝
屋
川

　

18
日
㈬
西
淀
川
、

　
　
　
　

大
東
＝
完
全
予
約

　
　
　
　

制

　

19
日
㈭
堺
、西
成

　

20
日
㈮
松
原
・
羽
曳
野
・

　
　
　
　

富
田
林
、岸
和
田

　

21
日
㈯
都
島
、城
東
鶴
見
、

　
　
　
　

岸
和
田
、寝
屋
川

２
月

　

1
日
㈰ 

都
島
、東
淀
川

　
　
　
　

岸
和
田

青
年
部
冬
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
案
内

いちご狩り＆ＢＢＱ　
inきしかん

足
立
美
術
館
に
行
っ
て
き
た

　

小
さ
な
波
か
ら

　
　

大
き
な
波
へ

各
支
部
記
帳
講
習
会
・

　
申
告
説
明
会
日
程

各
支
部
税
金
申
告
会

日
程

「消費税減税」
「インボイス廃止」
を訴え街頭演説

化
、そ
し
て
、脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
く
伝
統
は
す

ご
い
。

　

皆
さ
ん
に
お
見
せ
し
た

い
の
で
す
が
、本
人
は
駄

目
と
の
こ
と
、残
念
で
す
。

　

私
の
娘
の
子
ど
も（
舞
・

三
才
）が
大
き
く
な
っ
た

ら
、皆
さ
ん
に
お
見
せ
し

ま
す
。

日
本
の
着
物
文
化
は
す
ご
い

ティッシュ配りの様子


